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間
欠
性
跛
行
と
は

間
欠
性

（間
歌
性
）
跛
行

（か
ん

け
つ
せ
い
は
こ
う
）
と
は
、
数
分
か

ら
１０
分
程
度
歩
く
と
、
足
に
痛
み
、

し
び
れ
、
脱
力
な
ど
が
出
て
歩
け
な

く
な
り
ま
す
が
、
し
ば
ら
く
休
む
と

再
び
歩
け
る
よ
う
に
な
る
症
状
を
繰

り
返
す
こ
と
で
す
。
原
因
疾
患
に
、
狭

く
な

っ
た
脊
柱
管
の
中
を
通
る
神
経

と
血
管
が
圧
迫
さ
れ
る
腰
部
脊
柱
管

狭
窄
症
と
足
の
動
脈
の
血
流
障
害
を

起
こ
す
末
梢
動
脈
疾
患
が
あ
り
ま
す
。

腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症

腰
部
の
脊
柱
管
の
中
に
は
、
第
１

～
２
腰
椎
で
終
わ
る
脊
髄
、
そ
の
下
の

神
経
の
東
が
馬
の
尾
の
よ
う
に
な
る

馬
尾
神
経
、
血
管
が
あ
り
ま
す
。
腰
部

脊
柱
管
狭
窄
症
の
間
欠
性
跛
行
は
、

狭
く
な

っ
た
腰
部
の
脊
柱
管
の
中
を

通
る
神
経
と
血
管
が
圧
迫
さ
れ
て
起

こ
す
の
で
、
圧
迫
が
増
す
腰
を
反
る
姿

勢
、
腰
が
伸
び
た
姿
勢
で
起
き
易
い
の

に
対
し
、圧
迫
が
緩
む
自
転
車
に
乗
る
、

カ
ー
ト
を
押
す
よ
う
な
前
か
が
み
の
姿

勢
だ
と
起
き
に
く
く
な
り
ま
す
。
な
お

狭
窄
の
原
因
と
し
て
、
本
症
が
高
齢
者

に
多
く
腰
痛
を
伴
う
こ
と
か
ら
、
脊
柱

の
加
齢
に
よ
る
変
形

（
変
形
性
腰
椎

症
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
先

閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
は
全
身
の
動

脈
硬
化
の

一
環
と
し
て
足
の
血
管
の

動
脈
硬
化
が
原
因
で
血
流
障
害
を
起

こ
し
ま
す
が
、
病
期
を
１
度
か
ら
４
度

に
分
け
る
フ
ォ
ン
テ
イ
ン
分
類
が
あ
り

ま
す
。
１
度
は
軽
症
で
足
の
し
び
れ
や

過
は
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
に
準
じ
ま

す
が
、
動
脈
硬
化
症
に
よ
る
も
の
が

中
高
年
の
男
性
に
多
い
の
に
対
し
、

本
症
は
２０
ォ
～
４０
才
の
若
い
喫
煙
男

性
に
多
く
、
非
喫
煙
者
に
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
病
状
の
進
行
を
防

い
で
予
後
を
改
善
し
た
い
な
ら
、
絶

対
に
禁
煙
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

間
欠
性
跛
行
の

サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法

腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
に
伴
う
間
欠

性
跛
行
の
保
存
療
法
と
し
て
、
日
常

生
活
で
神
経

・
血
管
を
圧
迫
す
る
姿

照
射
し
ま
す
が
、
赤
外
線
の
深
部
温

熱
作
用
で
芯
か
ら
温
め
、
周
辺
の
筋

肉
の
凝
り
を
ほ
ぐ
し
、
血
流
障
害
を

改
善
し
ま
す
の
で
、
明
ら
か
な
効
果

を
認
め
ま
す
。
自
験
例
に
１００
～
２００

ｍ

し
か
歩
け
な
か
っ
た
人
が
普
通
に
歩
け

る
よ
う
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

末
梢
動
脈
疾
患
の
間
欠
性
跛
行
の

保
存
療
法
の
目
標
は
、
血
管
を
広
げ

て
血
流
量
を
増
や
し
、
血
流
障
害
を

改
善
す
る
こ
と
で
す
の
で
、
注
意
事

項
と
し
て
禁
煙
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
は
、
足
裏
、
ふ
く

ら
は
ぎ
、
膝
前
後
、
腰
な
ど
に
照
射
し

ま
す
が
、
治
療
を
継
続
す
る
こ
と
で
バ

イ
パ
ス
に
な
る
側
副
血
行
路
の
発
達

を
助
け
ま
す
か
ら
、
一
過
性
の
効
果
で

な
く
長
続
き
し
ま
す
。
実
際
、
糖
尿

病
に
よ
る
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
で
足

先
に
生
じ
た
壊
疸
が
治
癒
し
た
ケ
ー

ス
を
経
験
し
て
い
ま
す
。

間
欠
性
跛
行
を
起
こ
す
病
気
の
治

療
で
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、
初
期
症
状

の
間
欠
性
跛
行
の
状
態
か
ら
重
症
化

さ
せ
な
い
こ
と
で
す
。
重
症
化
す
る
と

手
術
療
法
で
も
改
善
し
に
く
く
な
り

ま
す
の
で
、
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
サ
ナ

モ
ア
光
線
療
法
を
治
療
に
取
り
入
れ

て
下
さ
い
。さ
す
れ
ば
間
欠
性
跛
行
の

原
因
の
血
流
障
害
を
改
善
す
る
の
で

病
状
の
重
症
化
を
抑
え
、
引
い
て
は

生
活
の
質
の
向
上
に
寄
与
し
ま
す
。
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冷
感
、
２
度
は
姿
勢
と
関
係
な
く
起
こ

る
間
欠
性
跛
行
、
３
度
は
安
静
時
下
肢

痛
、
４
度
は
最
重
症
で
下
肢
の
激
痛
や

潰
瘍
や
壊
疸
を
認
め
、
下
肢
切
断
を
余

儀
な
ノヽ

Я
″る
こ
と
つ
の
２
ニ
タ
。

バ
ー
ジ
ャ
ー
病
は
原
因
不
明
の
血

管
炎
に
よ
る
病
気
で
、
難
病
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
病
状
な
ら
び
に
経

動
脈
疾
患
は
、
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症

と
バ
ー
ジ
ャ
ー
病
（閉
塞
性
血
栓
血
管

炎
）
で
す
。
い
ず
れ
も
足
の
動
脈
が
細

く
な
り
、
歩
行
の
よ
う
な
負
荷
に
応
じ

て
血
流
を
増
や
せ
な
い
虚
血
症
状
が

原
因
で
間
欠
性
跛
行
を
起
こ
し
ま
す
。

男
性
に
圧
倒
的
に
多
く
、
腰
痛
は
伴
い

ま
せ
ん
。

さ
な
い
の
に
卓
効
を
奏
す
る
こ
と
が

あ
る
た
め
、
間
欠
性
跛
行
は
神
経
の

圧
迫
よ
り
神
経
周
囲
の
血
管
の
圧
迫

に
よ
る
血
流
障
害
が
原
因
の
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で

サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
の
場
合
、
全
身

照
射
に
併
せ
て
特
に
腰
部
に
重
点
的

に
時
間
は
長
め
に
（
３０
～
６０
分
程
度
）
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は

じ

め

に

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
、
高
齢
化
社

会
の
進
展
に
よ
り
、
増
加
傾
向
に
あ

る
疾
患
で
、
難
病
の

一
つ
に
挙
げ
ら

れ
ま
す
が
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き

た
す
様
々
な
症
状
が
見
ら
れ
、
重
症

化
す
る
と
、
立
つ
こ
と
も
困
難
と
な

り
、
ベ

ッ
ド
上
で
の
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
す
。
初
め
て
報
告
し
た
英

国
人
医
師
、
ジ

ェ
ー
ム
ス

・
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
の
著
書
の
中
で
は
、
「
振
戦

麻
痺
」
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
、
ま
さ
に
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
を

一
言
で
言
い
表
し
て
い
ま
す
。

読
ん
で
字
の
ご
と
く

「
振
戦
」
と
は

ふ
る
え
を
、
「
麻
痺
」
と
は
運
動
障

害
を
意
味
し
ま
す
が
、
体
が
ふ
る
え
、

思

っ
た
よ
う
に
動
か
せ
な
い
と
い
っ

た
症
状
が
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
本

質
的
な
病
態
だ
か
ら
で
す
。

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

の

症
状
と
原
因

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
、
「
振
戦
」
、

「筋
固
縮
」
、
「無
動

ｏ
寡
動
（か
ど
う
と
、

「
姿
勢
反
射
障
害
」
が
、
四
つ
の
大

き
な
症
状
と
な
り
ま
す
。
ふ
る
え
を

表
す
振
戦
は
、
最
初
、
片
方
の
上
肢

に
認
め
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
後
、

同
側
の
下
肢
、
反
対
側

の
上
肢
、
下

肢
に
進
む
こ
と
が

一
般
的
で
す
。
特

に
手
指
に
起
き
る
振
戦
は
、
親
指
と

人
差
し
指
で
、
丸
薬
を
丸
め
る
よ
う

な
動
き
を
呈
す
る

こ
と
か
ら
、

「
ピ

ル

・
ロ
ー
リ

ン
グ
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

筋
固
縮
は
、
筋
肉
が
固
く
な
り
、

リ
ラ

ッ
ク
ス
で
き
な
い
状
態
で
、
他

者
が
、
肘
の
関
節
を
他
動
的
に
動
か

そ
う
と
す
る
と
、
ま
る
で
鉛
の
管
を

曲
げ
て
い
る
よ
う
な
抵
抗
を
感
じ
ま

す
。
こ
の
筋
固
縮
は
、
主
に
、
四
肢

や
頚
部
で
認
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
動
作
が
緩
慢
と
な

っ
て
俊

敏
に
動
け
ず
、
の
ろ
の
ろ
と
時
間
が

か
か
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
、
無
動

・

寡
動
と
言
い
ま
す

）^
こ
の
た
め
、
ま

ば
た
き
が
減

っ
て
、
顔
の
表
情
が
乏

し
く
な
る

こ
と
が
あ
り
、

一
仮
面
様

顔
貌

」
と
表
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
身
体
が
傾
い
た
時
に
、

元
通
り
に
戻
し
、
バ
ラ
ン
ス
を
保

つ

こ
と
が

で
き

な

く
な
る
姿
勢

反
射

障
害
が
加
わ
り
、
病
状
を
形
成
し
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
症
状
以
外
に
、
自

律
神

経
症

状

や

認
知

症

な

ど

の
精

神
症
状
が
出
現
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
症
状
を
引
き
起

こ
す

原
因
は
、
現
在
、
脳
内
に
お
け
る
ド

パ
ミ
ン
欠
乏
で
あ
る
こ
と
が
分
か

っ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
日
常
生
活

に
お
い
て
、
特
に
何
も
意
識
す
る
こ

と
な
く
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

動
き
を
制
御
し
て
い
る
の
が
、
脳
に

あ
る
線
条
体
と
呼
ば
れ
る
部
位
で
、

そ
こ
で
の
ド
パ
ミ
ン
と
ア
セ
チ
ル
コ

リ
ン
と
い
う
神
経
伝
達
物
質
の
バ
ラ

ン
ス
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
う

ち
、
ド
パ
ミ
ン
は
、
脳
幹
部
の
黒
質

と
い
う
部
位
か
ら
線
条
体
に
供
給
さ

れ
て
い
る
の
で
す
が
、
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
は
、
こ
の
黒
質
の
細
胞
の
異
常

に
よ
り
、
ド
パ
ミ
ン
が
不
足
す
る
こ

と
に
よ
り
発
症
し
ま
す
。

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
候
群

先
に
バ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
原
因
に

つ
い
て
触
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
黒
質

か
ら
線
条
体
に
か
け
て
の
働
き
は
、

脳
梗
塞
や
脳
炎
な
ど
、
他
の
原
因
に

よ

っ
て
も
障
害
さ
れ
る

こ
と
が
あ

り
、
こ
の
際
に
は
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
と
類
似
し
た
症
状
を
呈
す
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
明

ら
か
な
原
因
、
基
礎
疾
患
が
あ

っ
て
、

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
状
を
呈
す
る
場
合

を
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
候
群
と
呼
び
、

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
は
区
別
し
て
考

え
ら
れ
る
の
で
す
。

大
ま
か
な
両
者
の
違
い
は
と
言
う

と
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
発
症
年
齢

は
、
５０
～
６０
歳
代
と
低
く
、
初
発
症

状
に
振
戦
が
多
く
、
認
知
症
は
少
な

い
点
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と

光
線
療
法

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
お
い
て
は
、

き
ち
ん
と
し
た
診
断
か
ら
、
適
切
な

薬
物
療
法
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、

リ

ハ
ビ
リ
を
合
め
た
普

段

の
日
常
生
活
が
非
常

に
大
切

で

す
。
ま
た
、
進
行
性
の
病
気
で
あ
り
、

徐
々
に
運
動
系

の
問
題
が
増
え
る

こ
と
に
加
え
、
う
つ
状
態
な
ど
、
精

神
症
状
が
問
題
と
な
る

こ
と
も
多

く
、
周
囲
の
人
の
理
解
が
不
可
欠
で

す
。こ

れ
ま
で
の
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に

対
す
る
サ
ナ
モ
ア
の
使
用
経
験
か
ら
、

症
状
の
進
行
に
対
し
て
、　
一
定
の
効

果
が
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
サ
ナ
モ
ア
を
照
射
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
全
身
状
態
の
改
善

に
つ
な
が
り
、
積
極
的
な
リ

ハ
ビ
リ

に
結
び
つ
け
る
こ
と
も
重
要
と
考
え

ま
す
。
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シガ彩

υθJ.51 宇都宮正範

第
十
七
期

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師

養
成
講
座
を
東
京
に
て
開
講

今
年
度
も
、
第
十
七
期
サ
ナ
モ
ア

光
線
治
療
師
養
成
講
座
を
、
六
月
二

十
八
日
か
ら
三
日
間
の
日
程
で
、
開

講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
講
義

は
、
参
加
さ
れ
た
方
々
の
熱
気
に
包

ま
れ
な
が
ら
も
、
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
で
す
す
み
、
最
終
日
に

は
、
世
代
を
超
え
て
、
皆
様
親
し
く

さ
れ
て
い
る
ご
様
子
で
し
た
。

今
回
、
治
療
師
認
定
を
受
け
ら
れ

た
方
々
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。
⌒写
真
）

◆

治
療
師
認
定
者

◆

及
川
　
永
子
⌒岩
手
県
）、
小
平
　
フ

サ
子
⌒青
森
県
）、
是
川
　
祐
子
（青
森

県
）、
湊
　
玲
玲
盆
（庫
県
）、
坂
本

美
果
（東
京
都
）、
三
浦
　
久
子
⌒東
京

都
）。
敬
称
略

医
療
に
関
連
し
た
話
題
の
講
演
や

治
験
例
の
報
告
を
中
心
と
し
た
研
究

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、　
一
般

の
ご
愛
用
者
の
方
も
是
非
ご
参
加
下

さ
い
。
な
お
参
加
は
無
料
で
す
。

日
　
時

¨
十
月
二
十
七
日
⌒土
）

午
後

二
時
三
〇
分

場
　
所

¨
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

三
階
会
議
室

今
回
は
先
に
行
わ
れ
た
サ
ナ
モ
ア

光
線
治
療
師
養
成
講
座
に
出
席
し
、

治
療
師
資
格
を
取
得
さ
れ
た
方
か
ら

頂
い
た
お
手
紙
を
掲
載
致
し
ま
す
。

湊
　
玲
玲
治
療
師

（兵
庫

県
）

こ
の
度
、
私
は
、
治
療
師
養
成
講

座
を
受
講
し
、
多
く
の
こ
と
を
学
び

ま
し
た
が
、
以
下
の
三
点
を
心
に
刻

み
ま
し
た
。　
一
つ
目
は
、
光
線
療
法

が
、
病
院
医
療
と
競
合
す
る
も
の
で

な
く
、
補
完
し
あ
う
治
療
法
で
あ
る

こ
と
、
二
つ
目
は
、
光
線
療
法
に
は
、

自
身
の
も
つ
自
然
治
癒
力
を
高
め
る

効
果
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
三
つ

目
は
、
可
視
光
線
の

一
部
に
、
遺
伝

子
に
起
き
た
障
害
を
修
復
す
る
作
用

が
あ
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
、
サ
ナ
モ
．ア
を

浴
び
る
と
、
病
気
の
苦
痛
が
軽
減
す

る
だ
け
で
な
く
、
不
安
感
ま
で
も
が

和
ら
ぐ
こ
と
を
、
い
つ
も
不
思
議
に

感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
、
自

身
の
自
然
治
癒
力
の
表
れ
で
あ
る
と

理
解
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
サ
ナ

モ
ア
を
続
け
る
こ
と
が
、
病
気
に
負

け
な
い
気
持
ち
を
生
み
、
病
気
と
付

き
合
い
、　
一
日

一
日
を
大
切
に
し
よ

う
と
い

っ
た
前
向
き
な
気
持
ち
に
繋

が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
そ
う

し
た
心
は
、
家
族
や
周
囲
の
人
々
に

も
、
伝
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
／／
ざ
ら
に
、
遺
伝
子
に
起

き
た
障
害
を
修
復
す
る
こ
と
に
よ

っ

て
、
傷

つ
い
た
遺
伝
子
が
原
因
で
発

病
す
る
こ
と
を
、
光
線
療
法
が
未
然

に
防
ぐ
の
だ
と
い
う
事
実
は
、
非
常

に
興
味
深
か

っ
た
で
す
。

講
座
を
受
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

医
学
に
つ
い
て
も
、
少
し
知
識
を
得

る
こ
と
が
で
き
、
サ
ナ
モ
ア
の
作
用

と
効
果
を
、
多
面
的
に
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
漠
然
と
サ

ナ
モ
ア
は
良
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
後
は
自
信
を
持

つ
て
、
不
安
を

抱
え
な
が
ら
も
病
気
と
闘

っ
て
い
る

多
く
の
方
々
に
寄
り
添
い
、
力
に
な

れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

中 募 集 事

当協合 の処 た に賛周 され 、

サナモ ア光線療 法 の普 及 に

ご協 力項 ける方 、治療 院 の

開 業 を検 吉すなさ りた い方 は 、

お F・lい合 わせ くだ さい

サナモア光線拾療院
T153-0063
東 京 都 目 黒 区 日 黒 1二 23-11
TEL (03)5759… … 3710
FAX (03)5759--3720
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□
□
回
□
□

サ
ナ
モ
ア
で

急
性
腎
炎
に
よ
る
症
状
が
軽
快

神
戸
市
　
ウ
エ
ノ
光
線
療
研

上
野
　
健
太
郎
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
七
八
―
三
三
二
―
一三
五
八

症
例
　
４２
歳
　
男
性
　
会
社
員

症
状
　
夏
の
終
わ
り
に
ひ
い
た
風
邪

が
長
引
き
、
い
つ
も
な
ら
、
足
裏
に
サ

ナ
モ
ア
を
照
射
す
る
と
治
る
の
に
改

善
せ
ず
、
足
の
む
く
み
も
認
め
た
た

め
、
近
医
を
受
診
。
そ
こ
で
、
血
液

検
査
、
尿
検
査
等
を
受
け
た
と
こ
ろ
、

急
性
腎
炎
を
併
発
し
て
お
り
、
入
院

加
療
を
勧
め
ら
れ
た
が
、
仕
事
が
忙

し
く
、
今
は
入
院
で
き
な
い
と
話
し

帰
宅
。
病
院
か
ら
の
帰
路
、
　
ウ

エ

ノ
光
線
を
訪
ね
、
今
日
か
ら
早
速
サ

ナ
モ
ア
を
始
め
た
い
と
言

っ
て
、
サ

ナ
モ
ア
の
照
射
方
法
を
質
問
さ
れ
た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ
ン

で
、
最
初
に
、

腰
部
３０
分
、
腹
部

（騎
中
心
）３０
分
、
背
部
２０
分
、
前
頚

部
３０
分
を
照
射
。
そ
の
後
、
Ａ
Ｂ
カ
ー

ボ
ン
に
変
更
し
、
足
裏
３０
分
、
ふ
く

ら
は
ぎ
２０
分
、
膝
２０
分
、
日
の
中
か
ら

咽
頭
部
⌒ガ
ラ
ス
管
を
付
け
た
３
号

集
光
器
に
て
）２０
分
、
後
頭
部
（１
号

集
光
器
）３０
分
の
照
射
を
指
示
し
た
。

治
療
を
開
始
し
て
か
ら

一
週
間
後

に
は
、
尿
の
流
出
が
よ
く
な
り
、
気

に
な

っ
て
い
た
足
の
む
く
み
も
目
立

た
な
く
な

っ
た
と
の
こ
と
。
さ
ら
に
、

１０
か
月
後
に
、
検
査
の
結
果
が
出
た

と
来
所
し
た
が
、
尿
検
査
で
、
タ
ン

パ
ク
尿
、
血
尿
と
も
に
認
め
ず
、
血

圧
も
正
常
化
し
、
下
肢
の
む
く
み
も

認
め
ず
、
す
こ
ぶ
る
体
調
は
良
好
で
、

今
後
も
こ
の
状
態
を
維
持
す
る
よ
う

サ
ナ
モ
ア
を
友
と
し
て
、
い
き
ま
す

と
話
し
て
い
る
。

□
□
回
□
□

舌
癌
の
術
前
術
後
を
サ
ナ
モ
ア
で
治
療

川
崎
市

東
京
光
線
治
療
院

症
例
　
５８
歳
　
会
社
員

症
状
　
平
成
２３
年
８
月
上
旬
、
全
身

倦
怠
、
体
調
不
良
を
自
覚
し
、
仕
事

が
手
に
つ
か
な
い
状
態
と
な

っ
た
た

め
、
病
院
を
受
診
し
た
と
こ
ろ
、
精

密
検
査
の
結
果
、
舌
癌
を
指
摘
さ
れ
、

海
渡
　
一
一
〓
一氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｏ
四
四
―
七
三
二
―
五
〇
六
七

８
月
２．
日
に
、
手
術
を
受
け
る
予
定

と
な
る
。
患
者
は
サ
ナ
モ
ア
愛
用
者

で
あ
り
、
手
術
の
前
に
、
サ
ナ
モ
ア

光
線
療
法
を
毎
日
行

っ
て
か
ら
手
術

を
受
け
た
い
と
希
望
さ
れ
て
当
院
を

受
診
さ
れ
た
。

サ
ナ
モ
ア
は
カ
ー
ボ
ン
の
芯
剤

を
完
全
燃
焼
さ
せ
る
こ
と
で
最
も

効
果
の
あ
る
ス
ペ
ク
ト
ル
を
合
む

光
線
を
放
射
す
る
よ
う
に
、
正
面

か
ら
カ
ー
ボ
ン
を
ぶ

つ
け
る
正
面

発
光
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
手
動
式
の
サ
ナ
モ
ア
７
号

器

ｏ
８
号
器
で
は
照
射
時
間
が
十

分
強
で
切
れ
、
長
時
間
の
照
射
に

は
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
点
を
改
良
し
た
の
が
全

自
動
光
線
治
療
器
は
つ
ら
つ
さ
ん

で
、
照
射
時
間
は
５
分
刻
み
で
６０

分
ま
で
設
定
で
き
、
カ
ー
ボ
ン
の

消
耗
に
合
わ
せ
て
ジ

ヨ
イ
ン
ト
で

き
る
サ
ナ
モ
ア
カ
ー
ボ
ン
を
つ
な

い
で
お
け
ば
、
自
動
的
に
カ
ー
ボ

ン
を
送
り
安
定
し
た
光
線
を
放
射

し
ま
す
。

＊

な
お
、
は
つ
ら
つ
さ
ん
ご
使
用
の

際
に
は
、
安
全
性
を
保
ち
、
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
ジ
ョ
イ
ン
ト

カ
ー
ボ
ン
以
外
の
カ
ー
ボ
ン
は
絶
対

に
使
用
し
な
い
で
下
さ
い
。
使
用

上
の
注
意
は
、
「
は
つ
ら
つ
さ
ん
取

扱
説
明
書
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

療
法
経
過
　
治
療
は
四
台
の
治
療
器

で
、
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ
ン
を
使
用
。
側
臥

位
に
て
、
顔
面
と
腰
部
と
膝
に
１５
分

照
射
。
次
は
、
後
頭
部
と
腹
部
と
足

裏
に
１５
分
照
射
。
さ
ら
に
、
仰
臥
位

と
し
て
、
前
頚
部
⌒甲
状
腺
）を
左
有

か
ら
６０
分
照
射
⌒１
号
集
光
器
）。
左

右
側
腹
部
と
左
右
膝
に
３０
分
照
射
し

た
。８

月
９
日
か
ら
始
め
て
、
２０
日
ま

で
の
連
日
、
当
院
で
治
療
を
行
う
と

と
も
に
、
自
宅
に
て
も
、
毎
日
、
４

時
間
の
照
射
を
行
い
、
手
術
を
受
け

た
。
術
後
の
経
過
は
非
常
に
良
好
で
、

当
院
で
も
、
術
後
、
数
回
の
治
療
を

行

っ
た
が
、
今
後
は
、
自
宅
で
の
治

療
を
継
続
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
本

年
、
５
月
現
在
も
、
極
め
て
体
調
は

良
好
で
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
を
継

続
す
る
と
話
し
て
い
る
。
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□
□
回
□
□

全
身
に
広
が
る
乾
癬
を
サ
ナ
モ
ア
で
治
療

目
黒
区
　
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

束
原
　
な

つ
子
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
―
五
七
五
九
―
三
七
一〇

⌒Ｂ
Ｄ
）、
膝
⌒Ａ
Ｂ
）、
足
裏
⌒Ａ
Ｂ
）を

４０
分
間
全
身
照
射
。
治
療
は
、
週
に

一
、
二
回
の
ペ
ー
ス
で
開
始
。
徐
々

に
皮
膚
の
状
態
は
良
く
な
り
、
１５
回

治
療
終
了
頃
に
は
、
紅
斑
は
、
か
な

り
目
立
た
な
く
な
る
。
現
在
は
、
自

宅
で
の
治
療
を
主
体
と
し
、
月
に

一
、

二
回
当
院
を
受
診
さ
れ
て
い
る
が
、

体
調
に
よ
り

一
過
性
に
乾
癬
の
悪
化

を
認
め
る
も
の
の
、
比
較
的
落
ち
着

い
た
状
態
で
推
移
し
て
い
る
。
、

症
例
　
７０
歳
　
男
性

症
状
　
平
成
１２
年
春
頃
か
ら
、
頭
皮

の
痒
み
が
気
に
な
り
、
皮
膚
科
を
受

診
。
そ
の
後
、
上
肢
、
下
肢
、
背
部

と
広
範
囲
に
わ
た
り
、
隆
起
性
の
紅

斑
を
認
め
た
た
め
、
皮
膚
科
を
再
度

受
診
し
た
と
こ
ろ
、
乾
癬
と
診
断
さ

れ
た
。
そ
こ
で
は
、
ス
テ
ロ
イ
ド
軟

膏
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
合
有
軟
膏
を
処
方

さ
れ
た
た
め
、
使
用
し
様
子
を
見
る

も
、
改
善
せ
ず
、
乾
癬
に
効
果
が
あ

る
と
言
わ
れ
る
温
泉
に
も
何
度
か
通
っ

た
が
、
効
果
は

一
過
性
で
あ

っ
た
。

そ
の
頃
、
知
人
か
ら
サ
ナ
モ
ア
光
線

療
法
を
紹
介
さ
れ
、
来
院
し
た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
五
台
の
治
療
器

を
使
用
。
側
臥
位
に
て
、
腹
部
⌒Ｂ

Ｄ
）、
背
部
（Ｂ
Ｄ
）、
腰
部
か
ら
臀
部

困
□
回
□
□

サ
ナ
モ
ア
で
Ｃ
Ｅ
Ａ
（腫
瘍

マ
ー
カ
ー
）が

正
常
値
と
な

っ
た

西
宮
市
　
石
井
　
藍
子
氏
報
告

お
医
者
さ
ん
に
か
か

っ
た
こ
と
の

な
い
私
に
、
市
役
所
か
ら
、
「
長
寿

健
康
診
断
通
知
書
」
と
い
う
書
類
が

届
い
た
た
め
、
近
く
の
診
療
所
を
受

診
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
こ

で
、
血
液
検
査
を
含
め
、
い
く
つ
か

の
検
査
を
行
い
ま
し
た
が
、　
一
週
間

後
に
検
査
結
果
を
聞
き
に
行

っ
た
と

こ
ろ
、
Ｃ
Ｅ
Ａ
と
い
う
腫
瘍
マ
ー
カ
ー

が
９
，
０

⌒正
常
５
．
０
以
下
）と
高
く
、
消

化
器
を
中
心
に
、
体
の
ど
こ
か
に
癌

が
で
き
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
大
き
な
病
院
で
、
精
密
検
査
を

受
け
る
よ
う

に
と
説
明
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
時
、
私
の
頭
の
中
に
は
、
家

に
帰

っ
て
サ
ナ
モ
ア
を
照
射
し
よ
う

と
い

っ
た
考
え
が
浮
か
ん
だ
た
め
、

医
師
に
は
、
ち
ょ
っ
と
用
事
が
あ
り
、

急
に
は
無
理
な
の
で
、
ま
た
、
改
め

て
お
願
い
し
ま
す
と
、
だ
け
言
い
残

し
て
、
診
療
所
を
出
ま
し
た
。

家
に
着
く
と
、
私
は
、
早
速
、
腹

部
を
中
心
に
、
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ
ン
の
組

み
合
わ
せ
で
、
３０
分
以
上
、
連
日
照

射
を
行
い
ま
し
た
が
、

一
週
間
後
に
、

そ
の
診
療
所
に
出
向
き
、
再
度
、
血

液
検
査
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
Ｃ
Ｅ
Ａ

は
３
．
４
ま
で
低
下
し
て
い
て
、
精
密
検

査
は
行
わ
ず
、
様
子
を
見
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
も
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
は

続
け
て
い
ま
す
が
、
サ
ナ
モ
ア
治
療

器
が
、
我
が
家
に
来
て
、

六
・十
余

年
、
日
々
、
元
気
に
暮
ら
し
て
い
ま

す
。



No 347 健康と光線 平成24年 10月 1日 (6)

サ芳遷ア
光線に

愛用

二
十
七
年
間
サ
ナ
モ
ア
を

信
じ
て
使
い
続
け
て
い
ま
す

山
口
県
　
徳
永
　
満
代
様

昨
日
は
、
早
速
に
カ
ー
ボ
ン
を
手

配
し
て
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

古
く
か
ら
の
友
人
の
ご
主
人
で
、

剣
道
、
居
合
道
な
ど
の
先
生
を
し
て

お
ら
れ
、
全
国
を
飛
び
回
ら
れ
て
い

た
方
が
、
突
然
、
血
糖
値
の
上
昇
を

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
自

身
の
健
康
を
過
信
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
大
変
、
驚
か
れ
、
食
事
療
法

を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
サ
ナ
モ
ア

光
線
療
法
を
並
行
し
て
行

っ
た
と
こ

ろ
、
二
か
月
後
に
は
、
血
糖
値
も
下

が
り
、
元
気
を
取
り
戻
さ
れ
、
喜
び

合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
主
人
の
弟
も
、
昨
年
、
胃

癌
を
患
い
、
大
手
術
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
時
ば
か
り
は
、
体
調
が
す
ぐ
れ

ず
、
顔
色
も
ど
す
黒
く
、
心
配
し
て

い
ま
し
た
が
、
し

っ
か
り
と
サ
ナ
モ

ア
を
照
射
し
、
手
術
に
の
ぞ
み
、
今

で
は
、
嘘
の
よ
う
に
健
康
を
回
復
し
、

お
友
達
と
旅
行
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

私
自
身
も
、
二
十
七
年
の
間
、
サ

ナ
モ
ア
を
信
じ
て
使
い
続
け
て
、
７９

歳
に
な
り
ま
し
た
が
、
お
医
者
さ
ん

い
ら
ず
で
、
元
気
な
毎
日
を
過
ご
し

て
お
り
、
心
か
ら
サ
ナ
モ
ア
に
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

サ
ナ
モ
ア
で
歯
茎

の

炎
症
が
治
り
驚
い
て
い
ま
す

品
川
区
　
倉
本
　
薫
子
様

歯
茎
が
痛
み
、
水
も
し
み
る
よ
う

に
な

っ
た
た
め
、
歯
科
医
院
を
受
診

し
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け
た
と

こ
ろ
、
歯
茎
に
炎
症
が
起
き
て
い
る

と
の
こ
と
で
、
抗
生
剤
と
消
炎
鎮
痛

剤
を
処
方
さ
れ
ま
し
た
。
二
週
間
ほ

ど
内
服
を
続
け
ま
し
た
が
、
痛
み
は

と
れ
ず
、
抜
歯
の
可
能
性
も
あ

っ
た

た
め
、
そ
れ
か
ら
、
毎
晩
、
サ
ナ
モ

ア
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
Ａ
Ｂ

カ
ー
ボ
ン
の
組
み
合
わ
せ
で
、
歯
茎

に
２０
分
以
上
、
腹
部
、
腰
部
、
膝
、

足
裏
に
各
５
分
の
照
射
を
続
け
た
と

こ
ろ
、
数
日
し
て
、
嘘
の
よ
う
に
、

歯
茎
の
痛
み
は
消
え
、
水
も
し
み
な

く
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
、
歯
茎
に

サ
ナ
モ
ア
を
照
射
し
た
経
験
が
な
か

っ

た
た
め
、
こ
の
効
果
に
は
大
変
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
八
十
四
歳
に
な
り
ま
し
た

が
、
今
も
、
元
気
に
、
家
事
、
水
泳
、

旅
行
な
ど
行
い
、
ほ
と
ん
ど
、
毎
日
、

外
出
し
て
い
ま
す
。
私
の
周
り
の
サ

ナ
モ
ア
を
続
け
て
い
る
友
人
は
、
皆
、

元
気
に
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
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